
令和 6 年度 日本看護学会九州地区大分分会 第 1 回セミナー アンケート集計結果 

    場所：大分中村病院 7階 会議室 

              研修テーマ：手術期の体温管理 

研修日時：令和 6年 9月 7日（土）13：00～16：00 

              参加者：30名+役員 15名  アンケート提出者：30名 

                   

 

 

Ⅰ.所属する施設の規模を教えてください。       

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ.看護師経験年数を教えてください。  

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

   

 

Ⅲ.手術室経験年数を教えてください。 

       

 

 

 

 

 

 



 

 

Ⅵ.今後の業務に役立つ内容でしたか？ 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ.研修の内容は理解されましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ.今後の業務に役立つ内容でしたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

Ⅶ.今後に役立つ・活かせそうと感じた内容がございましたらご記入ください。 

1）講義       

・術前で、暑がりか寒がりかを聞き患者さんの希望をできるだけ聞き、かなえたいと思いました。 

・術中の保温は知っていたが、術前・術後が大切であることを知らなかったので今後に活かしたいで 

す。       

・術前訪問で温めて来るように言います。       

・保温・加温など体温維持のためのケア。プレウォーミングの必要性（術前訪問の説明）  

・器械展開時から部屋の温度を適温へ戻るまで長くかかると思っていたので、今後考え直してみよう 

と思った       

・体温管理は合併症予防や創傷治癒に大きく影響があるため、今以上に、四肢を温める、イソジンや

物品を温めることも留意して保温・加温に努めようと思った。     

・頭の保温は全くしていなくて、今回の講義を聞いて知りました。自施設で実施してみようと思いま 

す。       

・頭にバスタオルを巻くことを麻酔科と相談しようと思います。     

・明日からでも頭部の保温をして周術期介入していきたいと思います。    

・頭の温めも大事だと知った。       

・砕石位でも下肢ではなく頭部被覆が一番良いことを学びました。     

・頭部の被覆の効果を知らなかったので今後実践していこうと思う。     

・頭部や四肢の被覆、特に頭部はこれまでできていなかったが、麻酔科の協力が得られる場合に行っ 

ていきたいと思った。       

・末梢も温める。       

・術中の保温について今でも気をつけていましたが、更に保温していこうと思いました。  

・スポットオンやテンプルタッチ等 貼付タイプのものがあることを知りました。   

・四肢と体幹の温度差があるとシバリングが起きやすい。      

・すぐ活かせる内容だった。       

・大変恥ずかしいのですが、体温管理については、麻酔科主体で言われるがままというのが実状で 

す。       

・基本に戻ることが出来たのですぐに実践していこうと思いました。    

・体温管理の根拠が再認識できた。       

・体温管理の重要性を再認識することが出来た。       

・日常から活かせる内容でわかりやすく聞きました。温度管理・保温をしっかり考え取り組みたいで 

す。       

・先日あった大分大学の麻酔学会では「体温管理」が含まれていなかったので、今回の内容はとって 

もうれしかったです。池田先生の講義は話し方などもとても上手で頭にすっと入ってきました。 

・手術室に配属して 5日目。手術に対しての知識がない中ですが、とても学びになりました。  

・資料も話も分かりやすかったです。       

・大変見やすいスライドでした。話も聞きやすかったです。 

      

2）GW       

・他の病院の方の話を聴けて良かった。       

・他の病院の方の色んな情報が聞けてすごく良い経験になりました。     

・患者に触れるもの全の加温をすることでシバリング予防や、保温を最大限に限られた資源で工夫を 

 していることに関心を持った。       

・術前の病棟から搬入まで電気毛布で保温している施設があり参考となった。    



・他施設の体温管理の方法など、まね出来ることは取り入れたいと思った。    

・術前に病棟のベッドを保温する。       

・プレウォーミングで靴下が大事。       

・各施設の取り組みが聞け、早速取り入れたい。保温・搬入・受け入れ・準備など   

・他施設の入室方法や衣類の事などを知ることができました。驚くこともありました。   

・他施設の手術看護師と話す機会は貴重なので、とても良い時間になりました。   

・GWの中で、「他施設の見学をしたいよね。色々発見があるよね。」と言う話が出ました。その様な 

機会があると良いですね。       

・手術前の手術台の保温など       

・腰麻でも加温・手術台の術前加温の大事さ・麻酔科主導のことが多いと同じ悩みを共有できた。 

・情報交換で当院でも採用できるものがあったので、是非活用したいと思った。   

・あらかじめ体の部位別に作った保温具の作成（アルミ）      

・アルミ綿で四肢を巻いて温めている施設があり、すぐ実践できる内容であった。   

・他施設で行っている対応や使用している物などを知れて良かった。     

・アルミ剤(材)による保温の工夫 

       

Ⅷ.研修時間は適当でしたか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅸ.今後研修で希望する内容がありましたらご記入ください。      

・手術体位について(2名）      

・褥瘡予防      

・周術期の看護展開。記録について      

・周術期の体位性神経障害について      

・もっと内容を増やして 1日研修にしてほしい。      

・いろんな病院の人との関わりが出来て良かった。他施設の病院見学に行ってみたいと感じました。

      

Ⅹ.その他、ご意見・ご希望がありましたらご記入ください。      

・他の病院との意見交換で多くの学びがあり、良い時間となりました。    

・明日からでも実践できる内容でした。      


